
七
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
で
、
自
公
政
権
は
歴
史
的
な
審
判
を
受
け
、
合
わ
せ

て
三
百
三
十
一
議
席
か
ら
百
四
十
議
席
へと
惨
敗
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
有
権
者

の
み
な
さ
ん
が
下
し
た
こ
の
審
判
を
、
日
本
の
政
治
に
と
っ
て
大
き
な
前
進
と
し
て
歓
迎
す

る
も
の
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
比
例
代
表
選
挙
で
、
九
議
席
を
獲
得
し
、
現
有
議
席
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
（千
葉
、
神
奈
川
、
山
梨
）で
は
、
志
位
和
夫
委
員
長

の
議
席
を
確
保
し
、
得
票
数
・得
票
率
と
も
前
進
し
、
二
議
席
目
へ約
七
万
票
と
迫
り
ま
し

た
。
松
戸
市
で
も
比
例
代
表
で
は
前
回
を
上
回
り
ま
し
た
。 

民
主
党
の
圧
勝
は
、
「
自
公
政
治
ノ
ー
」
の
国
民
の
審
判
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
選
挙
期

間
中
も
「自
公
は
も
う
終
わ
り
、
で
も
民
主
も
不
安
」と
い
う
声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
よ

う
に
、
民
主
党
の
路
線
と
政
策
が
す
べ
て
支
持
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
共
産

党
は
、
民
主
党
政
権
の
も
と
で
は
、
「良
い
こ
と
に
は
協
力
、
悪
い
こ
と
に
は
キ
ッ
パ
リ
反
対
、

問
題
点
は
正
す
」と
い
う
、
「建
設
的
野
党
」と
し
て
、
ど
ん
な
問
題
で
も
国
民
の
立
場
で
が

ん
ば
り
ぬ
き
ま
す
。
同
時
に
、
自
公
政
治
の
悪
政
の
お
お
も
と
に
あ
っ
た
「
財
界
中
心
」
・

「日
米
軍
事
同
盟
中
心
」の
政
治
を
根
本
か
ら
た
だ
す
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
自
公
政
治
の
終
わ
り
と
い
う
歴
史
的
な
局
面
で
、
「建
設
的
野
党
」と

し
て
、
ま
た
日
本
の
政
治
の
根
本
的
転
換
を
め
ざ
す
政
党
と
し
て
、
そ
の
役
割
と
責
任
が

果
た
せ
る
よ
う
、
来
年
の
参
院
選
や
次
の
総
選
挙
で
の
勝
利
め
ざ
し
、
国
民
と
結
び
つ
い
た

強
く
て
大
き
な
党
へと
前
進
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

二
〇
〇
九
年
九
月
一
日 
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政党 得票 （％） 議席 

日本共産党 ６０１､２９９ ７．００ １ 

民主党 ３､６９５､１５９ ４２．９９ １１ 

自民党 ２､２３３､５６０ ２５．９９ ６ 

公明党 ８６２､４２７ １０．０３ ２ 

みんなの党 ６０５､３５８ ７．０４ １ 

社民党 ３６９､７５４ ４．３０ １ 

国民新党 １０２､９９２ １．２０ ０ 

新党日本 ７９､７９２ ０．９３ ０ 

幸福実現党 ４４､１６２ ０．５１ ０ 

候補者 政党 得票 

山崎はるゆき 日本共産党 １２､４２７ 

生方幸夫 民主党 １０８､２７０ 

渡辺博通 自民党 ７２､４０１ 

小平由紀 みんなの党 １５､０６３ 

松本和巳 無所属 ９､２０４ 

三島佳代子 幸福実現党 １､８５７ 

日本共産党松戸鎌ケ谷地区委員会見解と活動をお知らせ

します。ご意見をお寄せください。047-349-1544 

伊
藤
余
一
郎 

中
村
た
か
子 

う
つ
の
史
行 

高
橋
た
え
こ 

高
木
健 


